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香港便り ——ブルガリア人が英語と中国語を使って

香港で日本／世界文学を教える

デンニッツァ・ガブラコヴァ

　『れにくさ』への投稿は二回目になる。一回目は『れにくさ』の発信地である東京大学現代文芸論

研究室から現在の職場、香港城市大学へ移った直後のことであった。その時は「子どもを救え」とい

うテーマで、小説における応答可能性について研究していた。「子どもを救え」というテーマはもとも

と私の愛読の作家魯迅の処女作で使われていた表現で、日本の現代小説にどのようにそれが余韻とし

て現れているかが大変興味があった。2012 年 11 月に現代文芸論研究室で、拙著『雑草の夢』につ

いて口頭発表する機会を与えられたとき、改めて、私の日本研究においていかに魯迅の影が決定的な

位置を占めているかを実感させられた。そもそも、私が日本の近代文化史を貫いている「雑草」とい

う周辺的自然の表象に一つの手法としてたどり着いたのは、魯迅のもっとも中心的な作品である散文

詩『野草』の影響によってである。そして、現代文芸論の教室でもう一つの要素に気づいたのである。

それは、私の魯迅へのこだわりは、東欧的な要素を、直接的ではなく、魯迅像を媒介に、私の日本

研究の独自性としてひそかに主張していたことによるものであろう。魯迅の視野にあるもので、近代日

本には不在に近いのは東欧、バルカン諸国などの文学への関心である。その関心は、非抑圧民族とし

ての東欧、バルカン諸国へ向けられていた。しかし、同時に、それは一つの「世界文学」への視野で

もあった。「世界文学」というキーワードは、私の理解では、現代文芸論研究室のアイデンティティを

支える一つの重要な柱である。それは、北米にで興った伝統的な比較文学研究に新しい息を吹き込

む動きと連動したものとして理解できると思う。しかし、北米型、いわばアンソロジー的な世界文学

は興味をそそらないものではないが、魯迅が提示した地政学的力関係の中におかれた被抑圧民族に

対する関心の裏にある切実な訴えの方が私にとっては刺激的である。

　博士課程で専攻したのは日本近現代文学だったにもかかわらず、香港で就職したのは、おそらく魯

迅に対する私の関心が、香港の教授たちにとって重要な要素に映ったからだと思う。日本国内および

欧米と違って、中国で日本研究を行う場合は、何らかの形で中国に関する視点も必要になる。ただ

近代中国に十分な理解のない私にとって、これからさらに努力しなければならない。やはり、二重、

三重に外部のものとして、必ずしも自明ではない、独自の切り口で仕事を続けるほかない。香港は大

英帝国の植民地の歴史を持ち、それがさまざまな意味で文化的アイデンティティに影響を与えてい

る。魯迅自身が香港を訪れた際、肯定的な印象を持たなかったという。なぜならば、彼は真っ先に

目の当たりにしたのが、激しい搾取の対象になっている大衆と支配者に利用されている優越意識に満

ちた少数派だったからである。ある雑文で、魯迅は香港を当時の中国の縮図に例えた。後に、魯迅

自身は文化の浅い香港に対してやや偏見を持っていたという評価もあるが、中国の縮図として香港を

捉えたのは興味深い。なおかつ、それは植民地主義に対して敏感な眼差しであった。何十年も後に、
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文化研究家アックバス・アバスは香港文化を扱うきわめて魅力的な著書『香港　消失の文化と政治』

（University of Minnesota Press, 1997）を発表し、ポストコロニアルな状況の中でいかに固定した文化

的アイデンティティから逃れることが必要不可欠であるかを力説した。たしかに魯迅の文章における古

い社会の批判とアバスが論じる奇妙に見え隠れする流動的な文化への所属感は一見まったく異質なも

のに見えるが、それぞれ異なるスタイルで共通の問題意識に接点を持っているともいえる。このような

揺れ動く自己の立場を常に問い直すなかで、日本文学の研究を続けるのも不安ではあるが、挑戦に

値するだろう。香港は直接日本文学よりも、広い意味で世界文学あるいは文学的なもの、たとえば詩

に触れる優れた機会が訪れることがある。私の 8 年の仕事を経験を振り返ってみると、このような機

会は実に多く感謝すべきである。

　まず、思い浮かぶのはつい最近のことである。2015 年の 11 月の末に現在香港で仕事している亡命

詩人北島（ベイ・ダオ）の主催で行われたイベント「詩の夕べ」(Poetry Nights)。その時に、日本から

二人の詩人が招かれた。水田宗子氏および多和田葉子氏である。水田氏は城西国際大学の理事長で

あり、日本の戦後作家大庭みな子の研究において第一人者である。不思議な縁で、数年前に水田氏

は私が所属している城市大学で名誉教授となり、多くの聴衆の前で大庭みな子から得られる現代社

会を理解できる知恵について指摘した。私の魯迅の『野草』に始まる旅は実は大庭みな子の作品に

までたどり着いたばかりではなく、執筆し終わったばかりの二番目の単著の出発点でもあるので、香

港で大庭の著作を読み続けることは大変自然なものに感じられる。香港の学生さんは大庭みな子の

作品について初めて知るのは私の授業を通してではあるが、『浦島草』に対して深い興味を示してくれ

た。さらに、文学のコースではなく、一般的に現代文化における原子力の表象をめぐる授業でも、理

科系の学生でも『浦島草』の断片を読むことがある。

　原子力的文化表象の授業において学生が最後に触れることになるのは、多和田氏の「不死の島」と

いう短編である。多和田氏の別の作品は、実は、私の第二の単著の最終章の対象でもある。第二の

単著といえば、香港に移る前から構想を練り始めたものの、ようやく草稿を書き終えたところ。その

内容の内、もっとも早く取り扱ったものも多和田氏の作品である。つまり、もう八年近く『アルファベッ

トの傷口』についての、私なりの解釈を暖めていたことになる。ちょうど多和田氏の作品を扱う章の

執筆中に、多和田氏に香港で直接お会いできたことは大変感動的なことだった。それに、「詩の夕べ」

の開会イベントで、魯迅の著名研究者李欧梵の主催で、多和田氏は私の現在の企画である「群島」と

共鳴するような想像世界について語った。その時、多和田氏は現代文芸論研究室の大学院生と一緒

に私が組んだ香港ツアーに参加してくれ、私が興味を持っている写真家のアトリエや最も古い団地地

区を訪れた。正直に言えば、今までの香港在住でもっとも幸せな一時だった。朗読会で多和田氏が

黄色い傘の上に書かれていた「ハンブルクのきのこ」という詩を読んだときの姿がよく目に浮かんでい

る。一緒にお茶を飲んだ近所のレストランへそれからよく行くようになったが、このような庶民的なと

ころに多和田氏が数ヶ月前に来たことは、私の香港滞在中の研究の大きな励ましのように感じた。

他にも、大変貴重な機会が訪れたのは、2014 年の夏に、まさに私が所属している大学で実施された

世界文学研究所（Institute for World Literature）による夏季集中講義であった。これは、数年前からハー

バード大学のデイヴィッド・ダムロッシュ教授の企画で、三年に一回本校ハーバードで行われ、その間

の二年はそれぞれ世界のどこかの大学で開かれるものである。その時に、たしか現代文芸論の数名の

大学院生も参加していた。そもそも、香港ではいわゆる外国文学研究—日本文学を含めて—が決して
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盛んだと言えないので、助理教授として教える側の私にとって、久しぶりに大学院生の興奮した気分

を味わうきっかけになった。そこには、若手で、大変優秀な研究者の代表として、以前現代文芸論研

究室主催の「世界文学」をめぐるシンポジウム（2013 年 3 月）にも招かれていたハーバード大学のカ

レン・ソンバー先生や、ニュージーランドのオタゴ大学所属の詩の研究者ジェイコブ・エドモンド先

生が講師として招かれていた。ソンバー先生は日本研究でも日本・中国・台湾・朝鮮の間に存在して

いた文学的な流通に関して重要な業績を残しているが、私は日本文学と関係のないエドモンド先生の

ゼミに参加した。実は、久しぶりに大学院生に交じって精神的に若返る喜びと同時に、このゼミに参

加すべき一つの重要な理由があった。私は始めて、指導教官として一人の優秀な大学院生に恵まれた。

香港では、日本文学を専攻にする大学院生、とりわけ留学生がほとんどいないので、私が担当になっ

た留学生も日本と関係なく、スペイン語圏と中国の現代詩の間の交流についての論文を執筆予定だっ

た。博士論文の一部はすでに触れた北島に関するものだったので、北島について興味深い論考を執

筆しているエドモンド先生に相談をしようと思っていた。エドモンド先生の仕事は実は、現代文芸論

研究室でも注目することに値する。英語圏、ロシア語圏、中国語圏にまたがる、大変刺激的な詩の

交流を扱った著書 Common Strangeness 『通常なる不思議』によって、若手ながら、国際的な注目を

浴びていた。エドモンド先生は、ゼミで「複写」という切り口で文学評論や詩作を論じた後、運よく

私が指導していた大学院生の博士論文の審査員の一人になることを快く引き受けた。このような優れ

た、しかしながら謙虚そのものの研究者に出会えたことは、優秀な大学院生の存在のおかげだ。し

かし、その大学院生の指導こそは、香港という場で、世界文学の領域をより未知な方向で切り開い

てくれたことに対して、今でも感謝の気持ちでいっぱいである。

　私はもともとスペイン語圏に暗いということもあり、中国文学に関しても、私にとっての魯迅の存

在が大きすぎて、他の作家がほとんど見えない状態だった。しかし、この論文の指導を通して、まず

中華人民共和国創立後における、冷戦構造の中のソ連を中心に広がるもう一つの世界文学の構想の、

ほとんど研究されてこなかった次元の働きに気づかされた。大学院生と一緒に、1950 年代の中国の

文化外交における詩の役割、そして、南米のチリを代表するパブロー・ネルーダという詩人の中心的

な位置を、中国の詩人艾青がチリを訪問した際に残した一連の詩を通して確認することができた。さ

らに、文化大革命の時期におけるスペインの詩人フェデリコ・ガルシーア・ロルカが当時のアンダーグ

ラウンドの詩人に与えた影響を、北島の小説や詩を通して明確にできた。最後に、現代詩人西川（多

和田氏も知っているそうだが）によるアルゼンチンの作家・詩人ホルヘ・ルイス・ボルヘスの創造的な

受容について刺激的な面を浮き彫りにできた。この論文の指導を通して、世界は確かに広いと、いさ

さかナイーヴだが、新鮮な衝撃をうけた。そういえば、現代文芸論研究室でも、スペイン語圏の文

学は重要な柱をなしていたことを思い出す。このような論文指導体験の後で、私が執筆中の「群島論」

に関係ある池澤夏樹著『マシアス・ギリの失格』（池澤夏樹氏も現代文芸論研究室の重要なゲストで

もあった）をめぐる著者と元現代文芸論教授野谷文昭先生によるラテンアメリカを視野に入れた対談

を、まったく新鮮な目で読むことができた。同じく私の「群島論」の一つの島をなす有吉佐和子の『ぷ

えると・りこ日記』の斬新な意味もよりくっきりと見えてきたような気がする。

　現代文芸論のもう一つの柱である「翻訳研究」に関しても、私は、実は、香港で目覚めたといって

も過言ではない。それについて、できれば、次の便りで述べたい。


